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③ごしかわら 

い
い
汗
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い
て
健
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／
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健
康
体
操
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‘
ノ
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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
・
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あ
す
な
ろ
国
体
か
ら
十
周
年
 
す
な
ろ
県
民
運

動
推
進
協
議
会
 

操
」
の
普
及
が
ト
ー
月
ト
七
日
、
 

を
記
念
し
て
、
あ
す
を
拓
く
あ
 
が
作
っ

た
「
あ
す
な
ろ
健
康
体
 

市
民
体
育
館
で
開
か
れ
た
西
北
 
 

五
地
区
指
導
者
育
成
講
習
会
を

皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
の
体
操
は
、
県
教
委
が
中

心
と
な
っ
て
考
案
し
た
も
の
で
、
 

十
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
あ
す

な
ろ
県
民
運
動
推
進
大
会
婦
人

ス
ポ

ー
ツ
の
染
い
で
初
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
西
北
五
地
域
の

市
町
村
教
委
、
学
校
関
係
者
約

百
人
が
参
加
し
、
長
内
昭
子
県

教
委
保
健
体
育
課
副
参
事
、
雨

森
輝
昌
木
造
高
校
車
力
分
校
教

頭
の
指
導
で

ー
つ
ひ
と
つ
の
動

作
を
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
 

県
教
委
で
は
、
体
操
の
曲
を

収
め
た
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
実

技
を
収
録
し
た
ピ
デ
オ
テ
ー
プ

を
作
成
し
、
各
市
町
村
に
配
布

し
て
利
用
し
て
も
ら
2

」
とに

し
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
本
年
度
は
各
市
町

村
に
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
、
 

巡
回
指
導
を
行
う
ほ
か
、
今
後
、
 

学
校
、
職
場
な
ど
に
も
普
及
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

ナ
リ
 

健康体操普及の第 1弾として開かれた講習会 

紺事了懲驚義範諮’奪“か誉い：い戸警撫範●鳶詳謙 

市 民 憲 章 （昭和59年10月1日制定） 
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昭和62年（1987年）12月15日 	 広報ごしょがわら 

今
年
は
、
春
に
凍
霜
に
よ
る

被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の

後
天
候
も
持
ち
直
し
、
稲
作
は

平
年
作
を
確
保
で
き
ま
し
た
。
 

ま
た
、
り
ん
ご
も
台
風
十
一
一

号
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け

た
も
の
の
、
ま
ず
ま
ず
の
収
穫

で
販
売
状
況
も
良
好
に
推
移
し

て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
 

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に

津
軽
自
動
車
道
が
盛
り
込
ま
れ

た
ほ
か
、
半
島
振
興
法
に
基
づ
 

今
年
の
主
な
でき
ご
と
 

新
年
名
刺
交
換
会
を
開
く
 

成
人
式
を
行
う
 

消
防
団
出
初
式
を
行
う
 

県
知
事
・
市
長
選
挙
（
森
田
稔
夫
市
長
再
選
さ
れ
る
）
 

第
十
七
回
五
所
川
原
雪
ま
つ
リ
開
く
（
巳
 

市
議
会
第
一
回
臨
時
会
 

市
収
入
役
に
山
田
秀
雄
氏
を
選
任
 

五
所
川
原
大
橋
等
の
早
期
完
成
を
自
民
党
の
竹
下
幹
事
 

長
（
現
総
理
大
臣
）
に
要
望
 

市
文
化
奨
励
賞
・
ス
ポ

ー
ッ
賞
贈
呈
式
 

市
議
会
第
二
回
定
例
会

（
、
ど
 

市
教
育
長
に
高
橋
清
徳
氏
を
選
任
 

全
日
本
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
五
所
川
原
大
会
開
か
れ
る
 

県
議
会
議
員
選
挙

（
成
田守
氏
・
浅
川
勇
氏
当
選
）
 

漆
川
工
業
団
地
に
巴
商
会
の
進
出
決
ま
る
 

第
十
五
回
環
境
緑
化
ま
つ
り
開
か
れ
る
（
・
2
0)
 

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
ス
タ

ー
ト
 

朝
野
球
開
幕
。
お
は
よ
う
ジ
ョ
ギ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
 

森
田
市
長
が
田
植
え
作
業
を
激
励
 

県
首
脳
部
に
市
の
重
点
事
業
を
要
望
 

十
川
橋
完
成
 

消
防
団
観
閲
式
を
行
う
 

市
議
会
第
三
回
定
例
会

（
、2
0)
 

農
業
を
守
る
西
北
五
生
産
者
大
会
が
開
か
れ
る
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
に
情
報
シ
ス
テ
ム
科
の
新
 

設
が
決
定
 

岩
木
川
水
系
及
び
馬
淵
川
水
系
合
同
水
防
訓
練
を
実
施
 

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
津
軽
自
動
車
道
（
青
森
 

、
五
所
川
原
5
鯵
ケ
沢
間
）
が
盛
り
込
ま
れ
る
 

安
倍
・
安
東

・
秋
田
氏
秘
宝
展
開
か
れる
（
、8

・
3
1)
 

自民党の竹下幹事長（中央）に五所川原大橋等の早期 
完成を要望する森田市長（前列左から2人目）(2.20) 

sOiiiiliil需轟冊雨 
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く
津
軽
半
島
振
興
計画
が
承
認

さ
れ
た
こ
と
、
青
森
テ
ク
ノ
ポ

リ
ス
開
発
地
域
の
中
核
的
工
業

団
地
で
あ
る
漆
川
工
業
団
地
ヘ

工
業
用
水
を
供
給
す
る
工
業
用

水
道
事
業
に
着
工
し
た
こ
と
、
 

新
青
森
空
港
が
開
港
し
た
こ
と
 

三好地区農産物加エセンターが完成、 
落成式挙行（12,10) 

岩木川水系及び馬淵川水系合同水防訓練を実施（6. 25)。 
写真は「月の輪工法」の土のう積みをする水防団員達 

五小移転新築工事に着工（加.17)。写真は 	 核兵器廃絶平和都市宣言記念植樹祭を行う（9.27)。 
完成予想図 	 写真は「市民憩の森林」で行われた植樹祭 
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照和倫需無斎 
な
ど
、
本
市
が
西
北
津
軽
の
中
 

心
都
市
と
し
て
、
二
十
一
世
紀
 

に
向
け
て
大
き
く
飛
躍
す
る
展
 

望
が
次
々
と
開
か
れ
た
一
年
と
 

い
え
る
で
し
ょ
う
。
 

今
年
一
年
を
ふ
り
か
え
っ
て
 

み
ま
し
た
。
 

、
、
しら
で

ー
よ』
フ
。
 

新
青
森
空
港
オ
ー
プ
ン
 

津
軽
半
島
振
興
計
画
が
承
認
さ
れ
る
 

安
倍
晋
太
郎
自
民
党
総
務
会
長

（現
幹
事
長
）
に
五
所
 

川
原
大
橋
の
整
備
促
進
等
に
つ
い
て
陳
情
 

8
 
4
 
虫
と
火
ま
つ
り

（
5
7
)
 

1
7
 森
田
市
長
が
中
日
友
好
協
会
の
招
き
に
よ
り
中
国
訪
問
 

（ー
望
 

2
3
 五
所
川
原
女
声
コ
ー
ラ
ス
が
第
十
回
全
日
本
お
か
あ
さ

ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
で
グラ
ン
プ
リ
獲
得
 

2
4
 水
道
事
業
所
が
旧
食
糧
事
務
所
跡
に
移
転
 

9
・
1
 
市
民
会
議
を
市
内
十
二
地
区
で
開
く
（

ー
1
0・
5
)
 

5
 
五
所
川
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
が
開
講
 

8
 
市
議
会
第
四
回
定
例
会

（
、2
1)
 

1
6
 県
議
会
土
木
常
任
委
員
会
に
市
の
重
点
事
業
を
陳
情
 

2
7
 核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
記
念
植
樹
祭
を
行
う
 

1
0・
1
 
市
褒
賞
贈
呈
式
 

3
 
三
好
地
区
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
建
設
工
事
に
着
工
 

合
同
金
婚
式
を
行
う
 

市
工
業
用
水
道
事
業
に
着
エ
 

市
社
会
福
祉
大
会
を
開
く
 

五
小
移
転
新
築
工
事
に
着
エ
 

2
2
 東
北
地
域
サ
ー
ベ
イ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ー
行
漆川
工
業
団
地
 

を
視
察
 

釦
 
「
第
四
回
市
農
業
ま
つ
り
」
を
開
く
（
ー
3
1)
 

1
1・
3
 
森
田
市
長
が
市
民
総
合
文
化
祭
の
関
係
者
を
激
励
 

五
所
川
原
地
区
交
通
安
全
指
導
隊
設
立
2
0周
年
記
念
式
 

典
が
行
わ
れ
る
 

市
議
会
第
五
回
定
例
会

（5
1
2・
7
）
が
開
か
れ
、
議
 

長
に
川
浪
重
次
郎
氏
、
副
議
長
に
鶴
谷
敏
雄
氏
を
選
任
 

市
民
プ
ー
ル
建
設
工
事
に
着
工
 

市
水
道
事
業
第
五
次
拡
張
工
事
に
着
亡
 

1
2
 1
0
 三
好
地
区
農
産
物
加
エ
セ
ン
タ
ー
完
成
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第
五
次
拡
張

事
業

に
着
工
 

ー

市
水

道
事
業
ー
 

救
急
業
務
の
 

体
制
を
強
化
 

広報ごしょがわら 昭和62年（1987年）12月15日 

市
水
道
第
五
次
拡
張
事
業
七

和
配
水
場
及
び
調
整
池
築
造
工

事
の
起
工
式
を
十
一
月
二
十
八
 
 

日
、
七
和
配
水
場
で
行
い
ま
し
 

た
。
 

市
で
は
、
給
水
量
の
増
加
に
 

十

一
月
二
十

一
一
、一
一十
三
日

の
両
日
、
福
岡

県
北
九
州
市
立

総
合
体
育
館
で

開
か
れ
た
「
全

日
本
卓
球
選
手

権
大
会
」
で

南
小
学
校

（
エ
 
 対

処
し
、
水
源
の
確
保
を
は
か

る
た
め
津
軽
広
域
水
道
企
業
団

に
参
画
し
て
お
り
、
同
事
業
団

で
は
昭
和
六
十
三
年
十
一
月
を

め
ど
に
用
水
供
給
を
開
始
す
る

子
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

今
回
の
拡
張
事
業
は
、
そ
れ

に
伴
う
受
水
体
制
を
整
備
す
る

も
の
で
、
全
体
計
画
で
は
、
昭

和
六
十
七
年
ま
で
の
七
年
間
で

約
四
十
億
円
の
事
業
費
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
 

初
年
度
の
今
年
は
配
水
池

（
 

高
さ
七

・
三
五
”「
、内
径
ニ
十

五
H

、
P
c
構
造
）
一
基
、調
 
 

整
池

（
高
さ
十
二
・
七
五U

、
 

内
径
七
・
四
」「
、P
c
構
造
）
 

一
基
の
建
設
、
送
水
管
千
一
一百
 

〉「
、配
水
管
四
千
五
百
H
を
敷

設
し
ま
す
。
 

起
工
式
に
は
、
森
田
市
長
は

じ
め
川
浪
重
次
郎
市
議
会
議
長

な
ど
関
係
者
約
二
十
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
 

こ
の
事案
の
完
成
が
、
上
水

道
の
未
給
水
地
域
の
解
消
を
は

か
り
、
市
民
の
生
活
環
境
の
改

善
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

年
々
増
え
統
け
る
救
急
業
務

の
体
制
を
強
化
す
る
「
救
急
車
 

（
四
輪
駆動
車
）
」
が
五
所
川

原
消
防
署
に
配
備
さ
れ
、
士
一

月
二
日
、
関
係
者
約
三
＋
人
が

出
席
し
て
受
納
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
「
救
急
車
」
は
、
社
団

法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

（
後

藤
康
男
会
長
）
が
市
に
寄
贈
し

た
も
の
で
、
四
輪
駆
動
の
救
急

車
（
価
格は
約
三
百
五
十
万
円
）
。
 

同
協
会
で
は
、
昭
和
三
十
八

年
に
消
防
ポ
ン
プ
卓

一
台
、
昭

和
四
十
九
年
に
は
化
学
消
防
車

一
台
を
寄贈
し
て
い
ま
す
。
 

受
納
式
で
は
、
同
協
会
の
岩
 
 

崎
鐘
八
青
森
県
委
員
会
長
が
森

田
市
長
に
鍵
を
手
渡
し
、
寄
贈

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
森
田
市
長
が

感
謝
状
を
贈
り
「
立
派
な
救
急

車
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
て

本
当
に
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。五
万
市
民
の
た
め
、有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し

た
。
 

今
回
の
寄
贈
で
、
五
所
川
原

消
防
署
が
保
有
す
る
救
急
車
は

四
台
と
な
リ
、
今
後
の
救
急
業

務
の
体
制
強
化
が
は
か
れ
る
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

入賞の報告に市役所を訪れた
南小のみなさん 

起工式でくわ入れを行う森田市長 
南
小
男
女
と
も
準
優
勝
 

全
日
本
卓
球
選
手
権
バ
ン
ビ
 

藤
秀
四
郎
校
長
・
児
童
数
五
百
 
四

年
）
で
六
位
に
、
ホ
ー
プ
ス

六
十
一
人
）
が
大
活
躍
し
ま
し
 

（
五
・
六年
）
で
神
健
介
さ
ん

た
。
 

（
五
年
）
が八
位
に
入
り
ま
し

女
子
は
三
上
都
さ
ん
（
一
一
年
）
 
た
。
 

男
子
は
江
良
和
彦
さ
ん
（
一
一
年
）
 

同
校
で
は
十
一
月
二
十
六
日
、
 

が
バ
ン
ビ
（
一
・
二年
）
で
と
 
監

督
の
寺
田
昭
郎
教
諭
や
選
手
、
 

も
に
二
位
と
大
健
闘
。
 

父
兄
な
ど
が
市
役
所
を
訪
れ
入

ま
た
こ
の
ほ
か
、
斎
藤
五
月
 
賞
を

報
告
し
ま
し
た
。
 

さ
ん

（
四年
）
が
カ
プ

（
三
一
 

森田市長（右）に鍵を手渡す
岩崎会長（左） 

や
 

（
 



ん
 

松
野
木
の
片
 

買
」醸
 

一
羅」
」』
 

渡
立

て
て
く
だ
さ
 

）熱
話
 

佑

市
長
に
手
渡
し
 

」
ま誹

去
 

森
る
十

月
一
日
に
 

亡
く
な
ら
れ
た
片
岡
さ
ん
の
ご

尊
父
勝
雄
さ
ん
（
7
4）
の
香
典

返
し
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
、
森
田
市

長
は
「
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
 

と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
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交通事故発生状況 
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継続日数 
436 749 6,173 870 2,408 562 358 168 743 6.173 

飲酒運転追放など重点（こ 

年末年始の交通安全運動実施中 
〇期間 12月15日～1月5日 

年末年始は無事故で笑顔一交通安全は家庭から 
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国民年金の保険料は 
忘れないで納めましょう 

サラリーマンカ功口入している厚生年金や各租i 

共済組合の保険料は、毎月の給拳トから確実に天

引きされていますが、国民年金の保険1斗は、加

入者自身が自分の手で納ィ寸する自主納イ寸である

ため、つい納イ寸が忘れがちになります。 

もし、米納のままでいますと、将来、老齢基

礎年金が受けられなくなるばかりで’なく、万ー 

の事故や病気などにより母子家庭になったり障

害者になっても、遺族基礎年金や障害基礎年金

も受けられないことになります。 

国民年金の保険料を、生活費の一部と位置づ

けて、忘れずに磁i実に納ィ寸しましょ う。 

賛珠の銀嶺にいどむ 

親子のつ どい 
参加者募集 

＞期日 昭和63年1月 9 日～10日（ lI自 2 日） 

レ場所 楚珠少年自然の家 

ン内容 親子でつどい、親陸レクリェーション 

やスキーハイキングを行います。 

ン参加できる人 

0小学校 3 年生以上二中学生までとその保護者 

0少年団体とその指導者 

レ募集人員 100人（初心者歓iE助 

レ参加費 lメ、 1,900円 

レ申し込み・問い合わせ先 県立発珠少年自然 

の家（雪⑩33O3番又は（奮》33O6番） 

農業委員選挙人名簿を作成 
有資格者は 

もれなく申請をノ 
市農業委員会で1ま、農業委貝の選挙人名簿を

作成します。 

これは、法律に基・づいて 1月 1 日現在で行わ

れるものです。 

農家のみなさんは、「選挙人名簿登i俄申請書」 

を提出してください。 

選挙人名簿の登載申請用紙は、12月25日ころ

に行政連絡員を通じて各農家に配布します。 

農家のみなさんは、それに記人のうえ 1月l0 

日までに行政連絡貝にお渡しください。 

ン選挙資格のある人 

0市内に住所があり、10アール」』I上の農地を

耕作している世帯で、年間60日」』よ上耕イ乍に

従事している人 

0昭和43年 4 月 1 日」』よ前に生まれた満20歳以

上の人で農家・世帯主と同居している親族（ 

6 親等内の血族配偶者、 3 親等内の姻族） 

01oアール」三よ上耕作している農業生産法人の

組合長または社員（年間60日以上耕作に従

事している人） 

）記入事項 

①申請者の住所・氏名（押印してください） 

②耕作面積 

③選挙権のある世帯貝の氏名・続柄（世帯主

からみた続柄を記入） 

④生年月日 

※申請用紙；が配布されなかったり、記入上不明

な点がありましたら市農業委貝会（h電5)21 11 
番内線229. 230番）へご連絡くノ；ごさい。 

成人式は 

I月3日に 
市では、20歳を迎えた人達をお祝いするたダ） 

の成人式を行います。 

対象者はお気軽にご参加ください。 

レ時間 午前10時30分から 

レ場所‘市中央公民館 

レ受イ寸時間 午前 9 時30分から10時20分ま“て了 

レ対象者 昭和42年 4 月 2 日から昭和43年 4 月 

1 日までに生まれた人 

I.問い合わせ先 市教育委貝会社会教育課（雪 

⑩ 2 1 1 1番内線 248 番）へどうぞ。 

昭和63年 

新年名刺交換会 
ン日時 F'召和63年1月 1 日 午前11時 

＞場戸斤 市民文化会館 2lI皆 

ン会費 1,5 00円（申し込みと同時に紺,入く 

ださい。） 

ン申し込み締切 12月19日(I) 

＞申し込み先 市管理課または五所川原商工会 

議所 

主催 五所川原市・五所川原商工会議所一・ 

市内農業協同組合懇談会 
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水道管の凍結にこ注意を！一市水道事業所ー 
これから、 日毎に寒さが厳しくなると水道管

の凍結や破裂事故が多く発生します。 

とくに気温がマイナス摂氏4 度以下になると、 

防寒等の不完全なものは凍経iしたり、破裂する

ことがありますのでづこのことに注意してくださ

し、。 

ン水抜栓・不凍栓を備え仁tけの場合 

長い間家を空けるようなときや就寝前には 

‘必ず水抜栓・不凍栓のハン ドルをしっかり 止

まるまで1射め、虫色口を一杯にり小、てください。 

レ電熱ヒーター利用の場合 

ネズミの害を防ぐため、立ち上がり部分を

ボックスで囲むようにしてください。 

ンむき出しの管や、屋外に蛇ロがある場合・ 

蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分

に、保温材‘（毛涌了類・コモ等）を巻き付‘ける

ようにしてください。 

もしも、凍らせてしまつたら・・・ 
怪い凍経iの修理のイ土方 

0l東結したときは、露出している省・（イ呆温筒な

どは耳iくりはずす）や、蛇口などにタオルかぞ

うきんを巻きつけ、その上からお湯をゆっく

りかけると、軽い凍結ですと水が出るように

なります。 

直接熱湯をかけたり、直火を当てたり、 また

電気を直接流す解氷などは、蛇口の破裂や火

災の危険がありますので十分ご注意ください。 

0それでも解けないときは、お近くの市指定水

道ニL事店にお申し込みください。 

※凍結防止の放水はやめてください。 

凍結防止のため水を出しっ放しにすると、 

メーターが次第に上がり、春の検針精算の陽し

料金にハネ返り思わぬ支出となりますので× 

放水はやめてください。 

昭和62年度遺児入学祝金等の支給について 
―市福祉事務所― 

市では、次の状態にある義務教育終了月ifの児 

童（遺児）に入学祝金等を支給いたします。 

(1）父母のない児童 

(2）父又は母のない児童 

(3）父又は母に引き続き 1年以上遺棄されて 

し、る児童 

(4）父又は母の生死が引き続き 3か月」j.上明 

らかて“ない児童 

(5）父又は母が法令により引き続き 1年」』よ上 

拘禁されている児童 

(6）父又は母が引き続き 1年以上行方不明と 

なっている児童 

(7）父又は母が心身障害のため労働能カを失 

っている児童 

(8）その他前記の各事項に準ずると認めら才L 

る児童  

1．入学祝金（ 7ニF円） 

昭和63年4 月に小・中学校（盲学校、ろ一〕 

学校及び養護学校の小・中学部を含む。以牛

同じ。）に入学する遺児が受給できます。 

2 ．卒業祝金（ 1万円） 

昭和63年 3 月に中学校を卒業する遺児が‘受

給できます。 

3 ．弔慰金（ 1万円） 

昭和62年4 月1 日から昭和63年 3 月31日の

間に父又は母が死亡し遺児となった児童が受

給できます。 

入学祝金等の支給を受けたい方は、市福祉事

務所又は各小・中学校で受給申請の手続きをし

てください。 

なお、詳しいことについては、市福祉事務i折

児童係（費G)2111番内線243番）へお問い合せく

えごーさ、、。 

63年版 県 民 手 帳 
〈主な内容〉日記編。資料編・名簿編・便覧編 

※手帳を欲しい方は、市秘書企画課統計調査係（公⑩2 111番内線319番）へどうぞ。 



国税だより記帳に基づ〈正しい申告を 

現金出ま内I眼や経費帳などの帳簿をきちんとつ

け、その帳簿に基づいて所得や税額を正しく計

算して申告する人は、所得の計算上 「青色事業 

、質追者給与」 や 「みなし法人課税」 など有利な

取扱いが受けられることになっています。 

これを青色申告といい、現在では、商売をし

ている人の半数以上が青色申告をしています。 

青色申告で記帳に基づく正しい申告をしまし 

"
 

(-63年1月） 

―五所川原公共職業安定所ー 

フエアな受給でナイス就職 

〇離職票の偽造や 

期間・賃金水増し等は 

やめましょう 

〇失業認定申告書は 

正しく書きましょう 

雇用保険は働くことができ、仕事を探してし、 

るのに見つけられない人の再就職のお手伝いを

するために支給されます。 

偽り、その他不正の行為により受給した場合

の,匹分は 

0不正の日以降受けた保険金は直ちに返してい

ただきます。 

0残りの保険金は受けられません。 

0悪質な場合は不正受沫合した金額の同領の納付

命令や、刑法により詐欺罪としてタ些罰される

こともあります。 

★不正受給は必ず発見されます★ 

,lIり月保険の趣旨を正しく理解し、不正受給防

止にこ：’協力ください。 

雇用保険不正受給防 I保険不正受給防止月間 

昭和62年（1987年）12月15日 
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冬期間の生活関連道路確保についてのお願い 

市では、今冬の除雪及び羽F雪に備え、去る12 

月 3 日に、五所川原市除排雪対策本部を設置し

通勤通学等の生活関連道路 2 58 そロメートル

の確保に全力をあげることにしています。つい

ては、次のことについてご協力くださるようお

願いします。 

①屋根雪等について 

屋根雪や屋敷内の雪は、 ji工路に出さないで‘ 

ください。 

②歩道の雪について 

歩 j立の雪は、 j工1路に出さず車道の路肩に積

み上げてください。 

③路上駐車について 

路上駐車は、作業上支障がありますので駐

車禁止区」或はもちろん、それ以外の区域であ

っても駐車しないてンください。 

臼り路上の鉄板等について 

路上にある車両乗り上げ鉄板及び自動販売

機等は、除雪車両が激突し’I‘故発生の原因と 

精薄児（者）の交流と 
福祉の向上を目指して 

ー市手をつなぐ親の会ー 

同会は、社会的弱者といわれる精薄児（者） 

の更正を助けるとともに、精薄児（者）への理

解を深めてもらおうと日召和36年に結成され活動

を続けています。 会では、研修会や慰安会を開 

Illlし、会員相互の親睦と情報交換を行っていま

す。 

精薄児（者）をお持ちの保護者及び会の趣旨

に賛同する市民の皆さんの参加をお願いしますし， 

なお、詳しくは市社会福祉協議会（”国)3494 

番）内、市手をつなぐ親の会事務局へどうぞ。 

ー市除排雪対策本部ー 
なりますので、冬期間は」散去または移動して 

ください。 

⑤危険箇所について 

物損事故を未然に防止するため、危険箇所 

に標識等を設i舌’してください。 

⑥ゴミ処理について 

ゴミは、汚染と美観をそこねる原因となり 

ますから、指定の日時、場所を守ニって捨てて 

くノごさい。 

⑦除雪車両への接近について 

除排雪作業中の車IIIjに近寄ると作業能率が 

低下します。 また、巻き込まれるおそれがあ 

I〕危険ですから絶対近寄らないて‘ください。 

市除排雪対策本部 

公@4321番・⑩4322番 
（広田字柳沼3番地 1号） 



エ業統計調査にご協力を 
製造業を’営む皆さん、今年も全国いっせいに 

「工業統計調費し が実施されます。 

12月31日現在てマ昭周査のため、年末年始の忙

しい中を調査員がお伺いしますが、ご協力く！ご

さるようお鷹｛いします。 

皆さんにご記入いただいた調査票は、統計以

外の目的に使われることは絶対にありませんの

で、ありのままお書きください。 

ン調査範囲ー製造業に属するすべての事業所が

文寸象となります。 

ン調査項目一事業所名、従業者数、製造品出荷

額、原材米斗使用額などです。 

※この調査についてご不明の点は、市秘書企画

課統計調査係（丑電う2 1 1 1番内線 31 9 番） 

へお問い合わせください。 

市の年末年始の業務案内 
＠本庁と各支所は12月29日（火）から 1月 3 日 

（日）まで休みます。 

ただし、本庁の市民課は、12月29日、30日は

平常どおり、31日は午前中窓口業務を行います。 

なお、年末は窓ロが混み合います。印鑑証明

などは 3 か月間有効期間がありますので、必要

な方は早めにどうぞ。 

⑥西北中央病院は、12月28日（月）午後から 1 

月 3 日 （日） まで休み、 1月 4 日 （月）から診

療（午前中）を始めます。 

＠水i首の故障修理の受垂十けは、12月28日（月） 

から 1月 4 日（月）まて‘元町●争水場（胃＠2639 

番）で行います。 

＠図書館は、12月27日 （日）カ・ら 1月 4 日（月） 

まで図書の閲覧と貸し出し業務は行いません。 

＠中央公民館、市民文化会館、 三道会館は、12 

月28日 （月）から 1月 3 日 （日）まで一般開加〔 

は行いません。 

＠歴史民俗資料館は、12月27日（日）から1月 

4 日（月）まて‘、また市民体育館は、12月28日 

（月）から1月 5 日 （火）まで一般開放は行い

ません。 

冬共月間の積‘ I :1）ために、 ごみI撲集単の通行が

困難となる次の集積場を中止します。期間は12 

月14日から来年 3 月31日までです。 

その地域に」引主まいの方は、ご面倒でも近く

の大通りの集積場を利用してください。 

”汀 	名 冬期間」収集を中止する場所 

東 	町 全 町 内 

幾 島 田丁 八木公園の中 

川 端 町 元大丸古川裏通り 

下平井町 
五所川原ラジエーター店奥通り 

小川租泥I奥通り 

湊 
宮崎古物店奥通り 

鉄橋附近 

雛 	田 川ロ整骨院前 

ごみの収集は、12月30日 （水）水曜日の地区

のみ収集します。 

新年は 1月 4 日 （月）から平常どおり収集し

ます。 

なお、野里不燃物埋立地は12月31日（木）午

前中まで、 自己搬入のみ利用できます。 また新

年は 1月 4 日 （月）から平常どおり引き受けま

す。 

休業期間中は、絶丸1にごみを出さないように

お願いします。 

ー燃えるごみとし尿― 

高瀬中央衛生センターと稲垣西部衛生センタ 

ーの燃えるこ了みは12月30日 （水）まで・自己搬入

で利用できます。 

なお、中央衛生センターのし尿の弓は受けは 

12月28日 （月）まて‘行います。 

燃えるごみ、 し尿とも 1月 4 日（月）から平

常どおり引き受けます。 

議ごこc心’ j, 

12月30日まで 

、ごみ心の集積場所を変更 

12月科日～来年3月引日 

冬期間ご協力お願いします 

⑨昭和62年（ 1987年〕12月15日 	 広報ごしょがわら 	 （653号） 

、 



みんなの健康教室 

主 催 北五医師会・市民保健協議会 

みんなの健康教室 

テレフォンサービス実施中 

公 @O31 1番 

1 2 月 25日 囲 午後lI時 

市保健センター 

田辺 靖彦先生 

（田辺胃腸科外科医院長） 

r1比血．と下血」 
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紅49恕薦 
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1月の保健センター相談日 

1月 8 日・22日・29日です。（毎週金曜日） 

ン時間 午前10時～午後 3時まで 

レ内容 保健婦がi1l圧測定、尿検査を含めた健

康相談に応じますので、赤ちゃんからお年寄

りまでお気軽にご利用ください。 

お問い合わーせは市衛生課へ（胃内線268番L 

「  
I あなたが市内でたばこをお買 

1 い求めになりますと、たばこ消 

~ 費税が市の収入（たとえばマイ 

~ ルドセプン1箱につき41円40銭） 
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市役所の電話番号は⑩2111番 

健康コーナー 

「愛の献血」お願いします 

期 	日 時 	間 場 	 所 

12月18 LI 

（金） 

午前10時から 

正午まで 

木村石油広田給油 

所 	（広田） 

午後1時30分から

午後 4時まで 

西北中央病院 

（布屋町） 

乳幼児の健康診査 
ン場所 市f呆fI』センターー 

ン受ィ寸日寺間 午後li］寺～ 1時30分・まで。 

N持参するもの 母子健」棄手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ピン 

に尿を入れてもってきてください。 

※注意 ① 6 カ月児健康相談の際に、神経芽細I 

胞腫（小児がん）く7舛女査セッ トを配十十しますが、 

当日つごうで来れない場合は、母子健康手帳を

もって衛生謂ミ窓ロにセッ トをもらいにきてくだ

さい。（ただし生後 6 カ月、 7 カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さん

はご遠慮ください。 

お間い合わせは、市衛生課（内線 2 6 8 、 2 

7 2 番）へどうぞ。 

月 令 対 象 児 期 日 内 容 

3 カ 月児 S 62年 9 月生 1月12日因 健康診査 

6 力 月 児 S62年 6 月生 1月19日因 健康相談 

1 	歳 児 S61年12月生 1月25日明） 健康相談 

I歳6力月児 S61年7月生 1月26日（刃 健康診査 

3 歳 児 S59年 9 月生 1月22日圏 健康診査 
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